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大飢饉地帯

1695(元禄8年）
津軽藩・弘前藩 大凶作皆無作 飢饉 死者30,000人
盛岡藩 大凶作皆無作 飢饉 死者約40,000人

1755－1756(宝暦5年-6年）
盛岡藩 大凶作皆無作 飢饉 死者約50,000人
八戸藩 飢饉 死者多数
秋田藩 減収 189,000石

おもに1783－1784（天明3年－天明年間）
弘前藩 飢饉 死者 80,000人
盛岡藩 飢饉 死者 64,698人 逃散3,330人(天明3年）
八戸藩 飢饉 死者 30,000人
仙台藩 飢饉 死者200,000人
秋田藩 飢饉 減収 195,200石（天明3年）

おもに1836－1837(天保6年-7年）
盛岡藩 大凶作 減収 223,250石(天保4年)
盛岡藩 大凶作 減収 201,550石(天保6年）
盛岡藩 大凶作 減収 232,500石（天保7年）
弘前藩 飢饉 死者 35,000人余（天保年間）
秋田藩 飢饉 減収 292,280石（天保4年）





作柄に与えた自然災害例　（盛岡藩1615年～1869年）

干ばつ
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盛岡藩人口推移
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1890年（明治23年） 1960年（昭和35年）

ことの発端 ニホンザル分布の縮小











1970年ほ乳類分布



盛岡藩主若殿狩猟記録(1644～1693)
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八戸藩鹿荒れのための駆除頭数
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(付録)江戸期・男鹿半島のシカ生息数はありえる数字か

男鹿半島江戸期シカ捕獲数
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有名な八戸藩イノシシ荒れについて
1745年～1754年 イノシシによる作物被害で困窮

特に1749年イノシシ飢渇により3000人死亡

• 大豆生産拡大と連作厭地障害の休耕地の拡大、その結果休耕地
葛根などの繁茂がイノシシの増加を招いた。

• オオカミ駆除（1670年～1730年）によるイノシシの増加

• 八戸藩の藩主による狩猟行事のなさと肉食禁忌の強化

• 生類憐れみの令（1689年～1709年）の影響

犬に関する記述

1746年 猪荒れのため犬を飼い置くよう達し

1749年 猪取りのため久慈の狩り巧者7人＋犬5匹派遣

1751年 家中町内では、犬による怪我人多く犬抱えを停止

1808年 「病犬」多く、犬狩り命令

1808年 犬狩り、総数444頭（♂264頭、♀180頭）

1813年 犬狩り命令





八戸藩は1664年（寛文4年）盛岡藩から独立



オオカミによる人馬への被害
人への危害記録は少ない

1674年（盛岡藩山根通） 人家へ入る
1704年（八戸藩山根通） 人馬へ危害
1704年（八戸藩軽米通） 人を殺害

馬への危害

東北班:菊池勇夫氏による文書抜き書きと論文「猪荒れと地域社会
－八戸藩名久井通を中心に－」で明らかにされたデータを時系列で
グラフ化してみたもの(以下 同）

生類憐れみの令
1680～1709

オオカミによるウマの被害(盛岡藩　未完　八戸藩は菊池氏分より抜き書き）
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1668年～1790年八戸藩内狼駆除頭数
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八戸藩鹿荒れのための駆除頭数
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八戸藩　シカ駆除数
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八戸藩でオオカミが駆除された場所(期間：1670年～1800年）







※ 5年ごとにまとめたもの

1749年猪飢渇3000人飢え死
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• 盛岡藩藩主若殿は狩猟好きで、1643年から50年間ほどは狩猟記録が多い。その
後の記録には(未出版？のため）当たっていない。

• 盛岡藩藩主などの狩猟で1647年～1675年までの28年間で鹿のみで6173頭。

• 日本海側男鹿半島では秋田・佐竹藩主が鹿狩りで１７１２年に3000頭、1751年
9300頭・1772年27000頭という記録がある。

• 八戸藩ではこの間（１６６４～１８５８）藩主による狩猟記録は0件
• 八戸藩では、農民による訴えでの獣駆除回数は極端に多い。ここでは生類憐れ
みの令はほとんど効いていない？

• 八戸藩では、狼荒れ訴えで狼を駆除→鹿荒れ・猪荒れで猪飢渇まで発生し、盛
んに駆除。

江戸時代のおける東北地方での鹿・猪・狼など獣の地域的絶滅進行の歴史的背景
には、

• ◎盛岡藩では藩主の盛んな狩で鹿、猪が、馬被害対策で狼狩りが行われた。
• ◎八戸藩では農民訴えによる狼捕殺→鹿・猪捕殺。
• ◎秋田藩では男鹿半島で藩主による鹿の集団捕殺。
よる影響が考えられる。



江戸期、オオカミ減少をめぐる諸見解

• 江戸時代、東北地方北部ではイノシシ、シカの地域的絶滅以前にニホンオオカミ
は藩営牧でのウマ被害をなくすため、藩は褒美までだして積極的に捕殺していた
（おもに１670年～1725年)。

• 盛岡藩藩主は1643年から50年間ほど盛んに狩を行い鹿のみで6173頭狩った。
• 八戸藩では藩主による狩猟は行われなかったらしい。
• 八戸藩では、イノシシ・シカがいなくなったから、餌がいなくなって捕食者のオオカミ

がいなくなったという関係ではなく、オオカミを駆除したらイノシシが多くなって作物
被害・飢渇が出て、人がイノシシを駆除し始めた(1745年～)という関係である。

• 1747年（延享4年）軽米通での記述
「近年狼一切おらず､猪荒れのところ､この節軽米通に狼が出､猪1頭も見ずとの
由｡」

• 「病気」の感染でオオカミがいなくなったという意見もあるが。病犬の話題は1750年
以降であり、この説は当たらないだろう。

※ 「オオカミがイノシシやシカの害から農作物を護ってくれる神というのは、「ヘビが穀物を食う
ネズミを退治してくれる」というヘビへの信仰と同様、自然観察による理解があた。「犬神様」


